















































































































































































































































































































































































































































































































































































図44 親族の服装 図45 モチェの構成
3）モチェ用の布
モチェは90cmまたは80cm幅で，長さ150cmの綿の
布を用い，幅90cmの場合は3等分し30cmとし，80cm
幅の場合は2つに分けて40cm幅とした布を用いる。こ
の布を，頭に合わせて布の端を折り返し，端を合わせて両
端を簡単に縫う（図45）。また，この帽子は埋葬する時に
縫い糸をほどき，頭に巻く。
4）その他のしきたり
棺を埋葬のために運ぶ際，長男は前述の棒と線香の鉢を
持ち，常に棺を見ながら後ろ向きに歩く。死者の方に顔を
向け，背面は見せない。さらに霊柩車まで遺体を運ぶ際や
霊柩車から墓所までは，棺の頭部を保護するように，家族
以外の人が赤と黄色の配色の大きな傘をさす。
（下村 久美子）
引用文献
1） 谷井淑子，小原奈津子，猪又美栄子，下村久美子，フーホイ
村の衣生活，フーホイ村集落調査報告書，国際文化研究所紀
要，18，140148（2013）
5.タンチャウ村の伝統的な染色について
1.はじめに
ベトナム南部アンザン省タンチャウ村はメコンデルタに
位置し，かつてはカンボジアとの商業上の交流も盛んであ
ったようだ。一般にメコンデルタ地帯は植物の種類が豊富
で，植物を使った染色も民間で盛んに行われていた。この
タンチャウ村では黒檀の実（マック ヌア，Macnua）を用
いて黒色に染色した布が盛んに生産されていた。この黒く
染色された朱子織の絹布（繻子）は光沢が強く，革の一種
のような独特の風合いをもっている。
我々がこれまでに実施してきたカイベーやフーホイなど
のべトナム南部の衣服調査では，高齢女性の所有する伝統
的衣服のなかにしばしばこの素材のクアンが見られた。こ
のことから，この黒色の繻子は南部地域の女性にはクアン
の素材として人気のあった布と推測される。また，タンチ
ャウ村では，この布は夏には涼しく，冬には暖かい布素材
として評されていた。しかし同村では現在この伝統的染色
を行う工場は一軒しか残っていない。この工場では絹糸を
仕入れ，糸撚り，織り，染色をすべて行っている。著者ら
はこの工場で行っている黒檀の実を用いた絹の染色につい
て調査した。
2.方 法
アンザン省タンチャウ村の染織工場であるタムラン
シルク（LuaTamLang）で織りおよび黒檀を用いた染色作
業工程を見学し，この工場主の家族（NguyenHuuTri氏）
および染色に携わる職人へのヒアリングによって調査した。
また，同工場では，黒檀の実の他にも種々の植物を用い
て絹布を染色していた。これらの染色法についてもヒアリ
ングを行った。
3.結果および考察
（1）黒檀の実を用いた絹の染色
タムランシルク工場でのヒアリング調査から，当初，
カンボジアから黒檀を使ったこの染色法を教わり，その方
法を基に，使用する機具等を工夫し，現在の手法に至って
いるとのことである。
染色にあたっては，黒檀の実を水と共に潰して染液とす
る（図51（a），（b））。この染液は新鮮なものでなければな
らず，染色毎に調製される。この染液を用いた染色工程は
以下のように6段階からなる。
1）絹布を染液に浸け，日光に曝す（干す，図51（e））を4
日間繰り返した後，染色布を川で洗う（図51（f））。再
び4日間染液に浸け，干す作業を続けた後，川で洗う，
さらにこれを2日間続けた後，川で洗い流して，干す。
ここで初めに1kgの布が1.4kgになることを目安とす
る。その後，布を巻き取り，水分を含ませ，布の裏とな
る面を錘で叩く（一巻につき20分以内，図51（g））。
2）さらに4日間，染液に浸け，干す，川で洗う作業を繰
り返した後，布の状態を検査し，鋏で結び目を取り除く
など布の表面を均一かつ平滑なものに整える。4日間，
染液に浸け，干す工程を繰り返し，川で洗い流して干す。
ここで布の重さが1.6kgになることを目安とする。そ
の後，1）と同様に布を巻き取り，水分を含ませ，布の
裏の面を錘で叩く。
3）3日間，染液に浸け，干す，を繰り返す。川で洗い流
し，干す。この時の布の重さは2～2.2kgを目安とする。
2）と同様に布を巻き取って叩く。
4）3～4日間，染液に浸け，干す，を繰り返す。川で洗い
流してから干す。この時の布の最適重量は2.2kgであ
る。再び布の表の面を巻き取り叩く。
5）これまでの半分の濃度の薄い染液に浸け，干すを3回
（1日間）繰り返す。川で洗い流し，干し，巻き取り，布
の裏の面を叩く。
6）洗剤で洗ってから川で洗い流し，干す。布を巻き取っ
て，2～3分間，布の両面を叩く。アイロンをかけてし
わを伸ばす。
工場の話では，染色後に日光に干さないと染料（タンニ
ン）が布に付きにくく色も薄くなるとのことである。この
ことから日光によってタンニンの重合が進み，繊維表面に
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強く固着するものと推測される。1）の工程では染料が強
く付着していない状態であるが，2）の工程が終わる段階
では染料はある程度強く付着しているため，布の検査と表
面を整える作業が可能となる。また，4）の工程が終わる
段階では染料はほぼ完全に付着しているため，4日間以上
染色作業を続けてもそれ以上には染料は付着しない状態で
あるとのことである。
黒檀の実の色素の主成分はタンニンである。染色布の繊
維断面を顕微鏡で観察すると，タンニンはほとんど繊維の
表面に付着していた1）。また，染色後の布の重量が未染色
布の2倍以上にもなり，これは絹布と同じ重量の染料が繊
維表面に付着していることになる。従って染色布の表面に
は多量のタンニンが付着し，さらに，染色工程の間に水分
を含ませて布を叩く作業が繰り返される。これらのことが，
染色布の表面の滑らかさや特徴的な触感と光沢の要因の一
つとなっていることが考えられる。さらにこの布の染色堅
牢度を測定したところ1），図52に示すように，日光，汗，
洗濯に対する堅牢度は4～5級で堅牢であったが，摩擦の
みが1～2級であった。この原因として，タンニンが繊維
内部に浸透せず，表面に付着していることと，絹繊維自体
が摩擦に弱いことが考えられる。今後この染色布の消費性
能を詳しく評価測定し，この黒檀による染色が絹布の性質
にどのように影響するのか明らかにする予定である。
（2）その他の樹皮を用いた絹の染色
今回調査できた染色布の色とこれに使用された植物は以
下の通りである。
・茶色，フエットロン（Huyetrong，和名:竜血樹）
・薄茶色，トン（Thong，和名:松）
・黄色，バウ ナウ（Baunau，和名:不明）
・赤系色，ト モック（Tomoc，和名:蘇木，スオウ）
染色には上記植物の樹皮を刻んで水中に入れ，加熱して
色素を抽出して染液とする。この染液に絹布を浸し，加熱
して染め，絞液後日光に干す工程を40～50回繰り返す。
この場合もまた黒檀の場合と同様に，染色布を叩くという
作業がなされているとのことであった。このため，これら
の染色布もまた強い光沢2）をもつ。
黒檀やこれらの植物を用いた染色法は，現代の化学染料
による染色に比べて非常に労力のかかるものであるが，特
に黒檀による染色布は独特の風合いや光沢をもっており，
今やわずかに残された貴重な伝統技術であると考える。
（小原 奈津子）
引用文献
1） 細谷美帆，小原奈津子，下村久美子，PHAN HaiLinh:日
本繊維製品消費科学会2016年年次大会予稿集，179（2016）
2） 下村久美子，相島雪乃，細谷美帆，小原奈津子，PHAN Hai
Linh:日本繊維製品消費科学会2016年年次大会予稿集，178
（2016）
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図51 黒檀の実を用いた絹布の染色工程
（a）黒檀の実
（b）黒檀の実を潰す（c）染める
（e）日光下で干す
（d）染液を絞る
（g）染色布を叩く（f）染色布を川で洗う
図52 黒檀で染色した絹の染色堅牢度
1）
